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原

橘
曙
覧
の
伝
記
資
料
同

橘
曙
覧
の
伝
記
資
料
(
二
)

f3 

原

丈

わ
た
し
は
本
誌
の
第
二
巻
第
五
号
(
昭
和
三
二

年
九
月
)
に
「
橘
曙
覧
の
伝
記
資
料
」
を
発
表
し

そ
の
末
尾
に
(
未
完
)
と
記
し
て
、
続
編
を
書
く

意
向
を
示
し
て
お
い
た
。
続
編
は
す
ぐ
次
号
に
掲

載
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
一
部
分
調
査
不
十
分

な
点
が
あ
っ
た
の
で
九
そ
の
調
査
が
す
ん
で
か
ら

と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
十
年
近
い
年
月
が
た
つ
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
曙
覧
の
百
年
忌
に
も

な
る
の
で
、
い
つ
ま
で
も
草
稿
を
書
斎
の
ほ
こ
り

に
埋
も
ら
し
て
お
く
の
も
い
か
が
か
と
思
い
、
不

詳
の
部
分
は
不
詳
の
ま
ま
一
応
発
表
す
る
こ
と
に

し
た
。

家
族
関
係
(
続
)

家
族
関
係
の
資
料
は
前
回
と
同
じ
く
、
次
の
も

の
に
よ
る
。

一
橘
家
訴
源
(
以
下
「
訴
源
」
と
記
す
。
)

ニ
累
代
忌
日
目
安
、
附
略
伝
(
以
下
「
略
伝

い
己
記
す
。
)

三
妙
歓
寺
過
去
帳

四
当
家
系
譜

夫

五
足
羽
県
戸
籍
簿

六
福
井
市
戸
籍
簿

七
山
本
家
過
去
帳

八
一
山
本
氏
系
図
(
以
下
「
系
図
」
と
記
す
)

曙
覧
と
な
お
の
聞
に
は
六
人
の
子
供
が
あ
っ

た
。
長
女
吉
(
き
つ
)
子
は
天
保
七
年
二
月
二
十

五
日
、
生
後
間
も
な
く
し
て
死
ん
だ
。
次
女
も
天

保
八
年
六
月
六
日
名
も
付
け
ら
れ
ず
に
死
ん
で
い

る
。
三
女
健
(
た
け
)
子
は
天
保
十
五
年
二
月
二

十
一
日
、
痘
痛
の
た
め
四
才
で
亡
く
な
っ
た
。
健

子
の
死
に
つ
い
て
は
彼
の
作
品
の
中
で
歌
わ
れ
て

い
る
。福

井
市
戸
籍
簿
に
よ
れ
ば
、
長
男
今
滋
(
幼
名

佳
太
郎
)
は
弘
化
三
年
二
月
二
十
四
日
生
れ
、
次

男
咲
久
(
幼
名
菊
蔵
)
は
弘
化
四
年
九
月
十
一
日

生
れ
、
三
男
早
成
(
幼
名
早
稲
吉
)
は
嘉
永
三
年

七
月
十
七
日
生
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
今
滋
の
生
年

に
つ
い
て
は
「
訴
源
」
に
は
弘
化
二
年
二
月
二
十

四
日
と
あ
る
が
、
こ
の
本
は
活
字
本
な
の
で
ミ
ス

プ
リ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
(
市
役
所
戸
籍
簿
に
は
弘

化
三
年
丙
午
と
千
支
ま
で
書
い
て
あ
る
か
ら
、
ま

ず
正
確
で
あ
ろ
う
。
)

今
滋
は
明
治
三
年
正
玄
姓
を
井
手
姓
に
改
め
た

が
、
菊
蔵
ら
は
正
玄
姓
を
継
い
で
い
る
。
今
滋
は

明
治
六
年
六
月
二
十
日
福
井
藩
士
族
掘
雪
渓
の
四
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女
ひ
ろ
と
結
婚
し
た
。
彼
女
は
、
安
政
五
年
戊
年

の
生
れ
、
一
従
っ
て
結
婚
の
と
き
、
今
滋
は
二
十
八

才
、
ひ
ろ
は
寸
六
才
で
あ
っ
た
。
今
滋
の
三
女
寿

恵
子
は
父
母
の
結
婚
を
、
ハ
メ
は
二
十
七
才
、
。
母
は

十
六
才
と
い
っ
て
い
る
が
、
(
今
川
寿
恵
「
曙
覧

問
書
」
百
日
紅
八
巻
七
号
V

記
憶
違
い
で
あ
ろ

う
o'
今
滋
と
ひ
ろ
は
ち
ょ
う
ど
十
二
才
違
い
で
)

同
じ
午
年
で
あ
る
。
な
お
こ
の
間
書
で
祖
母
直
女

は
明
治
三
十
八
年
九
十
三
才
で
死
ル
だ
と
あ
る

が、

ζ

れ
も
記
憶
遠
い
で
あ
る
。

井
手
今
滋
は
岐
阜
県
、
青
森
県
で
官
吏
を
つ
と

め
、
山
梨
県
師
範
学
校
長
‘
新
潟
師
範
学
校
長
を

歴
任
、
岐
阜
県
下
石
津
郡
長
を
最
後
広
官
を
辞
し

て
い
る
。
大
正
元
年
(
月
日
不
詳
)
残
。
長
男
薫

は
工
学
士
(
建
築
士
v

、
台
湾
総
督
府
に
務
め
て

い
た
。
次
男
雪
介
は
法
学
士
、
祖
母
(
す
な
わ
ち

曙
覧
の
妻
な
お
)
の
実
家
酒
井
氏
を
継
ぐ
。
や
は

り
台
湾
総
督
府
に
務
め
た
。

曙
覧
の
次
男
正
玄
菊
蔵
は
、
明
治
五
年
の
足
羽

県
戸
籍
簿
に
よ
れ
ば
た
よ
と
い
う
名
の
妻
が
あ

り
‘
彼
女
は
そ
の
と
き
二
十
才
で
あ
っ
た
。
し
か

る
応
福
井
市
戸
籍
簿
に
よ
る
と
、
彼
ほ
戸
籍
上
で

は
ず
っ
と
独
身
で
あ
り
、
養
子
を
四
人
も
ら
っ
た

後
、
大
正
十
一
年
に
な
っ
て
、
死
亡
の
直
前
ふ
ゆ

-
〈
安
政
五
年
十
二
月
十
五
日
生
れ
)
を
妻
と
し
て

入
籍
し
て
い
る
。
菊
蔵
は
福
井
に
居
住
し
、
花
柳
山
本
氏
の
家
族

界
で
は
相
当
有
名
で
、
晩
年
に
入
籍
し
た
ふ
ゆ
も
次
に
曙
覧
の
母
つ
る
子
の
生
家
山
本
氏
の
家
族

芸
者
で

h

あ
っ
た
。
彼
は
大
正
十
一
年
一
月
二
十
九
関
係
を
、
曙
覧
と
関
係
あ
る
人
に
限
っ
て
考
証
し

日

死

亡

し

て

い

る

。

て

お

く

。

つ

る

子

の

父

母

す

な

わ

ち

曙

覧

の

母

方

曙
覧
の
三
男
正
玄
早
成
は
、
明
治
十
七
年
五
月
の
祖
父
母
は
、
曙
覧
が
生
れ
た
と
き
、
共
に
在
世

十
日
福
井
藩
士
族
荒
木
主
馬
長
女
か
ね
と
結
婚
し
し
て
い
た
。
祖
父
で
あ
る
四
世
平
三
郎
は
文
化
十

て
い
る
。
彼
女
は
慶
応
二
年
丙
寅
の
生
れ
で
あ
三
年
十
一
月
二
十
五
日
残
。
祖
母
美
尾
子
は
福
井

る
。
彼
ほ
兵
役
に
服
し
、
明
治
十
年
西
南
の
役
に
の
松
村
氏
の
出
、
天
保
十
年
六
月
十
七
日
、
享
年

は
戦
功
が
あ
っ
た
。
明
治
四
十
二
年
四
月
二
十
三
七
十
余
才
で
死
亡
し
て
い
る
。

自
に
残
し
て
い
る
。
彼
の
二
男
春
彦
は
逓
信
省
に
五
世
平
三
郎
(
幼
名
忠
次
郎
)
は
つ
る
子
の
兄

務

め

た

。

で

あ

る

。

彼

は

弘

化

二

年

四

月

十

七

日

(

「

系

図

曙
覧
の
弟
正
玄
宣
は
通
称
を
虎
蔵
ま
た
は
五
郎
」
に
は
十
三
日
と
あ
る
。
)
に
残
し
た
の
で
、
彼

三
郎
、
と
い
い
、
文
政
元
年
八
月
四
日
生
れ
、
正
玄
の
弟
金
次
郎
が
六
世
平
三
郎
に
な
っ
た
。
山
田
秋

家
の
家
督
を
継
い
だ
。
明
治
三
十
八
年
十
二
月
二
甫
氏
の
「
橘
曙
覧
伝
」
に
五
世
平
三
郎
を
つ
る
子

十
五
日
、
八
十
八
才
で
残
し
て
い
る
。
宣
の
妻
う
の
父
と
書
い
て
い
る
の
は
、
全
く
の
誤
り
で
あ

た
は
福
井
の
清
水
町
山
田
道
意
の
娘
で
あ
る
。
彼
る
。
乙
れ
が
中
央
の
研
究
者
に
孫
引
さ
れ
、
多
4

女
は
文
政
七
年
生
れ
、
明
治
二
十
三
年
七
月
二
十
の
混
乱
を
生
ん
だ
。
「
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
五
世

三

日

亡

く

な

っ

て

い

る

。

平

三

郎

の

妻

す

ず

は

福

井

京

一

町

の

木

村

の

娘

で

、

宣
の
長
男
惇
(
幼
名
松
太
郎
V

は
天
保
十
四
年
寛
政
三
年
生
れ
、
明
治
八
年
一
月
二
十
八
日
八
十

九
月
二
日
生
れ
、
大
正
十
年
十
月
三
日
残
。
惇
の
四
才
で
死
ん
だ
。
し
か
し
計
算
す
れ
ば
八
十
五
才

妻
と
う
は
明
治
二
十
三
年
四
月
十
六
日
四
十
五
才
と
な
り
、
年
齢
が
一
才
喰
い
違
っ
て
い
る
。
六
世

で
死
ん
で
い
る
。
宣
の
長
女
を
幸
と
い
い
、
奥
村
平
三
郎
(
幼
名
金
次
郎
)
は
、
「
略
伝
」
に
よ
れ

氏
を
養
子
に
迎
え
た
。
幸
の
子
文
平
は
そ
の
顔
が
ば
、
安
政
七
年
三
月
一
日
(
山
本
家
過
去
帳
に
は

曙
覧
に
よ
く
似
て
い
だ
o
'

三
月
二
日
と
あ
る
。
)
病
残
、
行
年
六
十
九
才
、

つ
る
子
の
弟
と
あ
る
。
曙
覧
自
身
も
「
府
中
の
叔
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父
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
つ
る
子
の
弟
で
あ
る

こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
に
よ
っ
て
逆
算
す

れ
ば
、
六
世
平
三
郎
は
寛
政
四
年
生
れ
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
す
る
と
姉
の
つ
る
子
は
(
年
子
で
な

け
れ
ば
)
寛
政
三
年
以
前
の
出
生
で
あ
る
。
「
略

伝
」
に
は
つ
る
子
の
残
年
に
つ
い
て
、
文
化
十
年

病
問
江
、
行
年
二
十
二
才
と
あ
り
、
頭
註
に
二
十
三

才
と
書
い
て
あ
る
。
二
十
二
才
な
ら
ば
寛
政
四
年

生
れ
、
二
十
三
才
な
ら
は
寛
政
三
年
生
れ
で
あ

る
。
弟
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
頭
註
の
二
十
三
才

が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
一
才
違
い
の
姉

弟
で
あ
る
。

し
か
る
に
「
系
図
」
に
は
六
世
平
三
郎
を
寛
政

二
年
生
れ
、
安
政
七
年
七
月
三
日
間
洩
、
享
年
七
十

一
才
と
あ
り
、
か
つ
つ
る
子
の
兄
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
安
政
七
年
は
三
月
で
改
元
し
て
い
る

か
ら
、
安
政
七
年
七
月
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

ま
た
山
田
秋
甫
氏
の
「
伝
」
に
は
六
世
平
三
郎
の

享
年
を
七
十
才
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
も
平
三
郎

は
つ
る
子
の
兄
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

六
世
平
三
郎
の
妻
と
よ
は
府
中
古
江
幸
右
衛
門

の
娘
、
寛
政
十
年
生
れ
、
明
治
五
年
五
月
二
十
日

授
、
享
年
七
十
四
才
で
あ
る
。
乙
れ
は
「
系
図
」

に
よ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
計
算
す
れ
ば
七
十
五
才

で
あ
り
、
こ
こ
で
も
一
才
年
齢
が
喰
い
違
っ
て
い

ヲ

Q

。七
世
平
三
郎
は
恰
遷
と
号
し
、
天
保
六
年
生

れ
、
明
治
十
三
年
残
、
享
年
五
十
一
才
で
あ
る
。

七
世
平
三
郎
の
妻
栄
は
粟
田
部
木
津
群
平
の
姉
、

天
保
四
年
生
れ
、
明
治
二
十
四
年
三
月
十
二
日
夜

享

年

五

十

八

才

で

あ

る

。

(

未

完

)
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